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凧た　こ　上がれ．／　　　　　　島門小学校

雨天のため延期になっていた凧あげ大会が、2月20日に同小グランドで行われました。

6年生をリーダーに各学年1名づつ6名でチームをつくり今日の大会のため各チームとも個牲挫か

な凧を作り上げました。途中、上がらない凧に見かね時松校長も児童といっしょに凧を持って走りた

すという一コマもあり、1年生から6年生まで和気あいあいのうちに終わりました。

今回は都合により遠賀町の風景は休みます。
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昭和56年（1981年）

国際障害者年

図
くテーマ〉完全参加と平等

動物愛護デー3月20日

納期内納付で　明る　く　住みよい　町づ　く　り

愉
m
M
W
的
鎚
W
的
心
偽
り
的
栂
の
9
線
絹
W
傭
船
論
粗
目

み
ん
な
が
参
加
し

み
ん
な
が
平
等
に
暮
ら
せ
る

よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を

g
g
最
を
争
営
霊
寮
蚤
を
蛋
藍
寮
蚤
を
蛋
津
茎
斉
を
宵
骨
窒
脊

鵬
国
際
障
害
者
年
「
五
つ
の
目
的
」
　
輔

糠
も
嶋
崎
せ
せ
せ
せ
ゼ
せ
せ
や
せ
や
ゼ
ゼ
嶋
崎
せ
せ
せ
せ
鴫
せ
せ
や
お
も
ゼ
メ

わ
が
国
で
は
、
約
3
5
0
万
人
以
上

の
人
が
心
身
に
障
害
を
も
っ
て
い
る
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
と
は
、
病
気
あ
る
い
は
事
故

な
ど
の
た
め
に
身
体
的
・
精
柏
的
な
技

能
が
損
な
わ
れ
、
自
分
自
身
で
は
通
常

の
個
人
生
活
や
社
会
生
活
を
完
全
に
、

ま
た
は
部
分
的
に
行
え
な
い
人
を
い
い

ます。

国
連
は
「
国
際
賠
害
者
年
」
に
当
た

っ
て
．
完
全
参
加
と
平
等
〟
を
実
現
す

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
五
つ
の
目
的

を
立
て
て
い
ま
す
。

①
障
害
を
も
つ
人
が
、
身
体
的
に
も
雑

神
的
に
も
社
会
に
適
応
す
る
こ
と
が

で
き
ろ
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
。

⑧
障
薯
を
も
つ
人
に
、
援
助
、
訓
練
、

医
撰
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
適
切
な
仕
導
に
つ
き
、
社
会
生

活
に
十
分
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤
障
害
を
も
つ
人
が
社
会
生
活
に
実
際

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
公
共
建
築

物
や
交
通
機
関
を
利
用
し
や
す
く
す

る
こ
と
。

④
障
害
を
も
つ
人
の
経
済
活
動
や
社
会

活
動
な
ど
へ
の
参
加
の
促
進
に
つ
い

て
広
く
P
R
す
る
こ
と
。

⑤
障
害
の
発
生
の
防
止
及
び
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
諸
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
に
は
、
大
き
く
分
け
て
身
体
障
害
者
約
2
1
0
万
人
、
繍
袖
薄
弱
者
的

1
0
万
人
、
精
神
障
害
者
約
1
0
0
万
人
　
－
　
の
障
害
者
が
い
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
均
寿
命
が
延
び
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
脳
卒
中
の
後
遺
壷

な
ど
に
よ
る
障
害
者
が
強
え
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害
な
ど
に
よ
る

障
害
者
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
だ
れ
も
が
障
害
者
に
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
　
－
　
と
い
っ

て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
問
題
は
、
単
に
障
害
を
も
つ
人
だ
け

で
な
く
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
理
解
し
、
噛
広

い
社
会
的
な
連
帯
意
識
を
も
っ
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
的
年
　
－
　
今
年
は
「
国
際
障
害
者
年
」
で
す
。

昭
和
引
率
の
国
連
総
会
で
決
定
さ
れ
た
世
界
的
規
模
の
行
動
で
、
テ
ー
マ
は
、

障
害
を
も
つ
人
の
社
会
へ
の
「
完
全
参
加
と
平
籍
」
で
す
。

障
害
を
も
つ
人
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん
な

が
平
簿
に
暮
ら
せ
る
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
年
～
「
国
際
障

害
者
年
」
に
当
た
っ
て
、
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

心
縛
は
側
的
翰
綿
総
轄
m
m
M
W
㈱
輪
の
＝
激
評
綿
的
翰

身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ

県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
は
、

身
障
者
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
安
心
し

て
結
婚
（
初
再
婚
）
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
て
坐
涯
苦
楽
を
共
に
す
る
よ
き

伴
侶
を
広
い
範
囲
か
ら
求
め
て
戴
く
た

め
、
い
つ
で
も
そ
の
申
込
み
を
受
付
け

て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
本
年
最
初
の
「
未
婚
者

の
つ
ど
い
」
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る

に
当
り
、
新
規
申
込
者
を
受
付
け
い
た

し
ま
す
の
で
、
森
聖
者
は
早
め
に
次
の

も
の
を
用
窓
し
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
6
年
3
月
2
9
日
（
日
）

1
0
時
0
0
分
～
1
5
時
ま
で

▽
会
　
場
　
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一

の
二
の
二

県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
先
　
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一

の
二
の
二

媒
身
体
障
害
者
鯖
婚
相
談

所能
詣
0
9
2
（
7
5
）
3

▽
申
込
期
限
　
昭
和
粥
年
3
月
1
5
日

▽
参
加
費
　
無
料

▽
添
付
す
る
も
の

o
写
真
二
枚
（
手
札
理
会
身
の
も
の
）

÷
戸
籍
謄
本

o
印
鑑
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健康保険診療は有効に受けよ　う

浅

木

の

森

浅
木
宵
の
一
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
参

道
を
ゆ
く
。
そ
の
昔
、
松
の
馬
場
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
の
こ
と
、
よ
く
手
の
入

切
り
朝
餉
の
薪
に
さ
れ
た
、
そ
の
番
ぐ

わ
し
い
煙
を
愛
で
給
い
「
期
末
山
」
と

呼
ば
れ
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
時
々
の
武
士
た
ち
の
参
詣

や
、
社
殿
造
営
な
ど
の
歴
史
を
重
ね
た

継
高
の
歌
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

神
社
に
筏
し
、
右
手
の
境
内
に
ゆ
く

と
大
木
の
板
方
に
高
倉
村
庄
屋
有
言
治

平
が
建
て
た
「
触
梅
殖
緻
」
の
石
醇
が

眼
に
つ
く
。

ど
ん
な
言
い
伝
え
か
知
ら
な
い
が
、

や
は
り
あ
の
「
生
田
の
森
の
源
平
の
戦

い
の
時
、
梶
原
涼
太
家
李
が
、
簾
に
旗

の
枝
を
挿
し
て
奮
戦
し
た
。
」
故
韓
に

国
民
健
康
保
険
証
を
切
り
替
え
ま
す

れ
ら
れ
た
教
本
の
松
の
木
が

寒
の
陽
に
静
ま
り
、
頂
に
は

既
に
馨
の
芽
が
見
ら
れ
る
。

今
で
は
新
し
い
家
が
次
々

に
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
は
そ
の
昔
流
鏑
馬
の
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

勇
壮
な
情
景
は
、
拝
殿
に
懸

け
ら
れ
て
い
る
絵
馬
か
ら
よ

く
わ
か
る
の
で
あ
る
。

弓
矢
を
つ
か
え
た
勇
士

が
、
馬
を
駆
っ
て
疾
走
し
な

が
ら
標
的
を
射
る
。
そ
れ
は

主
と
し
て
秋
の
祭
典
の
と
き

に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

低
い
太
鼓
橋
を
渡
り
、
急

な
石
段
を
の
ぼ
ろ
。

な
ら
っ
て
梅
の
木
が
構
え
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

よ
く
見
る
と
紅
梅
ら
し
い
一

樹
が
、
あ
ま
り
枝
も
な
い
ま
ま

だ
が
た
し
か
に
在
っ
た
。
花
の

時
季
な
の
で
ち
ら
ほ
ら
と
雑
も

見
え
る
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
ひ
よ

と
り
の
声
が
森
の
中
か
ら
流
れ

て
く
る
。
そ
の
膿
や
か
な
声
の

間
で
、
と
き
ど
き
ち
が
う
鳴
き

声
が
あ
る
の
に
気
を
と
ら
れ
て

耳
を
す
ま
ず
。
そ
れ
は
小
綬
鶏

だ
ろ
う
か
、
連
雀
だ
ろ
う
か
。

落
薬
を
踏
ん
で
急
な
坂
道
を

下
る
。
大
き
な
樹
々
が
枝
を
交

え
た
下
に
、
よ
く
気
を
つ
け
な

う
っ
そ
う
と
し
た
樹
木
に
覆
わ
れ

て
、
木
洩
れ
陽
の
あ
る
塊
肉
は
、
神
域

な
ら
で
は
の
ふ
ん
い
き
に
包
ま
れ
る
。

祭
神
は
日
本
武
常
で
相
殿
に
応
神
天

皇
が
祭
ら
れ
て
い
ろ
。
そ
の
昔
田
本
武

尊
が
熊
襲
征
伐
の
折
立
ち
よ
ら
れ
た
と

い
う
伝
え
が
あ
り
、
そ
の
後
斉
明
天
恵

も
こ
の
山
に
立
ち
寄
ら
れ
、
山
の
木
を

が
、
筑
前
が
黒
田
の
世
界
と
な
り
、
光

之
、
継
商
な
ど
藩
公
が
こ
の
地
を
お
と

ず
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
た
い
て
い
、
放

鷹
や
、
そ
の
他
の
狩
猟
の
た
め
の
よ
う

で
あ
っ
た
が
、

狩
衣
の
袖
に
移
し
て
か
へ
ら
ば
や

浅
木
の
梅
の
戦
か
ら
ぬ
香
を

い
と
見
逃
し
そ
う
な
石
の
神
さ
ま
「
え

へ
ん
様
」
が
あ
る
。
こ
こ
を
通
る
時
は

「
え
へ
ん
」
と
咳
払
い
し
て
逆
ら
ね
は

な
ら
ぬ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
妖
怪
で
も
あ
る
ま
い
が
。

（
片
山
花
御
史
）

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険

証
は
、
昭
和
5
6
年
3
月
3
1
日
ま
で
し
か

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
日
程
で
使
用

期
限
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

▽
持
参
品
　
い
ま
ま
で
お
使
い
の
国
民

健
康
保
険
証
と
印
鑑

▽
更
新
場
所
　
役
場
玄
関

▽
更
新
日
時
と
対
象
地
区

3
月
1
6
日
　
9
時
－
1
6
時
0
0
分

島
津
、
砦
松
、
鬼
津
、
尾
崎
、
別

府
、
千
代
丸
、
今
古
賀
、
上
別
府
、

苦
楽
台

3
月
1
7
日
　
9
時
～
1
6
時
0
0
分

浅
木
、
木
守
、
東
和
苑
、
老
良
、

遠
賀
川
、
新
町
、
旧
伴
、
広
波

3
月
1
8
月
　
9
時
∵
（
1
5
時

松
の
木
、
道
管
、
東
町
、
四
時
、

出
生
津

医
療
費
通
知
の
実
施
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
健
康
に
対

す
ろ
認
識
を
深
め
、
か
つ
正
し
い
保
険

診
漠
を
受
け
て
も
ら
う
た
め
、
併
せ
て

国
民
健
康
保
険
制
度
の
趣
旨
を
よ
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
医
赦
費
通
知
を
実

施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

第
1
回
芦
屋
女
子
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催

芦
屋
町
は
明
治
2
4
年
に
町
制
が
施
行

さ
れ
、
今
年
が
町
制
施
行
0
0
周
年
に
な

り
ま
す
。
そ
の
記
念
行
謡
の
一
環
と
し

て
．
健
康
・
体
力
づ
く
り
は
走
る
こ
と

か
ら
〟
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
競
技
本
位
で

は
な
く
楽
し
い
大
会
と
し
て
標
記
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
内
か
ら
も
多
数
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
昭
和
5
0
年
4
月
1
2
日
（
日
）

▽
種
　
目
　
①
女
子
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

③
1
0
；
・
男
子
3
5
才
以
上

・
男
子
4
5
才
以
上

・
男
子
5
5
才
以
上

⑤
5
．
〇
・
男
子
6
5
才
以
上

・
女
子
5
0
才
以
上

▽
参
加
資
格

大
会
当
日
の
湖
年
令
と
し
ア
マ
チ
ュ

ア
競
技
者
で
あ
る
こ
と
。

▽
日
∴
琵
∴
選
手
受
付
午
前
8
時
0
0
分

開
会
式
∴
午
前
9
時
4
0
分

▽
申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
せ
先

芦
屋
町
中
ノ
浜
n
I
6
　
芦
屋
町
々

民
会
館
内
　
芦
屋
町
体
育
協
会
蒋
務
局

館

猪

0

9

3

（

2

3

1

）

0

7

3

1
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暴力は　出すな　許すな　見のがすな

一
歳
六
カ
月
児
検
診

幼
児
の
一
歳
六
カ
月
の
時
期
は
、
心

身
の
発
達
の
異
常
の
早
期
発
見
と
、
陪

薯
が
広
が
る
の
を
防
ぐ
の
に
最
も
大
切

な
時
で
す
。
朗
年
度
よ
り
一
哉
六
カ
月

児
検
診
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
そ
こ
で
、
本
年
度
は
現
在
一
哉
六
カ

月
を
過
ぎ
た
人
を
対
象
に
、
次
の
と
お

り
検
診
を
実
施
致
し
ま
す
。

▽
期
　
日
　
3
月
揚
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
査
　
1
4
時
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
対
象
者
一
哉
六
カ
月
－
2
載
未
満

の
幼
児

▽
内
　
容
　
身
体
測
定
、
問
診
、

保
健
指
導
等

▽
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

▽
料
　
金
　
無
料

乳
　
児
　
相
　
談

▽
期
　
日
　
3
月
1
6
日
（
月
）

▽
時
∴
間
　
1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

∇
対
象
者
　
生
後
0
カ
月
－
6
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
測
定

食
事
等
の
相
敦

▽
料
　
金
　
無
料

冒
　
ガ
　
ン
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
3
月
1
9
日
（
木
）

3
月
2
0
日
（
金
）

3
月
2
5
日
（
水
）

▽
時
　
間
国
受
付
　
8
時
4
0
分
～
1
0
時

50分

検
査
　
9
時
－

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
対
象
者
　
あ
ら
か
じ
め
申
込
み
を
さ

れ
た
人
だ
け
で
す
。

ゴ
ミ
袋
代
金
の

改
定
予
定
に
つ
い
て

今
ま
で
、
諸
物
価
の
高
騰
に
も
何
と

か
対
処
し
て
ゴ
ミ
袋
の
代
金
を
一
枚
9

月
に
保
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
町
財

政
の
現
状
を
考
慮
し
て
、
昭
和
粥
年
4

月
1
日
よ
り
一
枚
1
3
円
で
販
売
予
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

値
上
げ
に
よ
っ
て
住
民
の
み
な
さ
ん

の
家
計
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

旧
料
金
　
　
　
新
料
金

一
枚
9
円
　
〇
一
枚
1
3
円

な
お
、
．
コ
ミ
袋
の
在
庫
分
に
つ
い
て

は
3
月
3
1
日
ま
で
旧
料
金
で
販
売
致
し

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

妊
　
婦
　
相
　
談

▽
期
　
日
　
3
月
1
7
日
（
火
）

3
月
2
7
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
内
　
容
。
3
月
1
7
日

栄
蛮
指
導
、
家
族
計
画

o
3
月
2
7
日

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
、
母
子
手
帳
交
付

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
晶
　
印
鑑
（
母
子
手
態
を
受
け

取
る
人
の
み
）

子
宮
ガ
ン
検
診

▽
期
　
日
　
3
月
1
3
日
（
金
）

3
月
2
3
日
（
月
）

3
月
5
0
日
（
月
）

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
3
月
2
3
日
（
月
）

▽
場
所
及
び
時
間

。
尾
崎
公
民
館

9
時
0
0
分
～
日
時
0
0
分

。
広
漠
公
民
館

1
3
時
－
1
5
時

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
人

▽
検
診
内
容。
検
尿
　
o
血
圧
測
定

。
問
診
　
o
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

狂
犬
病
の
予
防
接
種

4
月
7
日

（火）

4
月
8
円

（水）

4
月
9
日

（木）

不
用
犬
引
取
り
ま
す

。
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

今
古
賀
公
民
館

。
1
0
時
～
日
時
5
0
分

虫
豊
津
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

別
府
公
民
館

0
1
0
時
－
Ⅱ
時
3
0
分

広
波
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

0
1
3
時
0
0
分
－
1
5
時

木
守
公
民
館

0
9
時
0
0
分
～
1
0
時

老
良
公
民
館

。
1
0
時
釦
分
～
1
2
時

浅
木
公
民
館

不
用
犬
引
取
り
ま
す

。
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

役
場
車
庫
綱

不
用
犬
引
取
り
ま
す

受
付
　
9
時
0
0
分
～
m
時

2
0
分

検
査
と
1
0
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館
（
役
場
額
）

あ
ら
か
じ
め
申
込
み
を
さ

れ
た
人
だ
け
で
す
。

▽
日
時
及
び
場
所

4
月
6
日
　
o
1
0
時
～
日
時
5
0
分

（
月
）
　
　
鬼
津
公
民
館

▽
語
録
注
射
料
金
　
三
千
百
円

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
は
申
し
出
て
下
さ
い

◎
所
在
地
o
宮
崎
県
児
泌
郡
木
賊
町

大
字
経
木
字
舟
橋
3
8
7

8
、
3
8
8
0
番
地

。
同
町
大
字
椎
木
字
石
原
新

田
4
1
0
1
の
2
番
地

▽
届
出
先
　
宮
崎
県
児
湯
郡
木
城
町
大

字
梧
域
1
2
2
1
の
1
番

地
、
木
城
町
役
場
住
民
課

穏
話
0
9
8
3
3
（
2
）

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
6
年
3
月
2
0
日
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▽

対
象
者

従来のお製のイメージを一編した明るい自然穏暁のなかで

祖霊をお語りする遠賀霊園。

あなたもぜひ一度見学にいらっしゃいませんか。

お問い合せは館話（8）2379番遠賀荘園センターへどうぞ。

○。遠賀霊園合同供養祭の御案内。○

＞日　時　　昭和56年3月21日10時－

＞場　所　　遠賀範囲シンボル塔的

あなたです．／　火事を出すの　も防ぐ　のも

▽
▽
　
春
期
予
防
接
種
　
△
△

※
予
防
接
種
の
申
込
み
方
法

各
予
防
接
謡
の
一
週
間
前
か
ら
前
日

（
当
日
は
だ
め
）
ま
で
に
、
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に
申
込
み
を

し
て
問
診
票
と
注
恵
諒
を
受
領
し
て
下

さ
い
。
　
問
診
票
と
注
慈
蕊
を
受
領
さ

れ
な
い
と
予
防
授
産
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
及
び
B
C
G

▽
期
　
日
　
ツ
反
　
1
月
1
日
（
水
）

B
C
G
4
月
3
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
未

満
ま
で
に
、
一
度
も
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
B

C
G
を
受
け
て
い
な
い
乳

幼
児

▽
撰
種
方
法

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
鶴
後
、

4
8
時
間
お
い
て
判
定
、
陰

性
者
の
み
B
C
G
顔
稲

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
（
急
性
灰
白
鍵
炎
）

▽
期
　
日
　
5
月
1
日
へ
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
職
分
～
1
4
時

授
与
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
接
蘭
方
法
生
後
3
カ
月
－
4
8
カ
月
の

岡
に
6
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
2
回
技
与

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ

き
、
破
傷
風
）

∇
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

〇
第
1
期

。
第
2
期

▽
注
　
恵

▽
接
種
方
法

。
第
1
期

〇
第
2
瑚

▽
持
参
品

▽
そ
の
他

生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
未

満
児

4
月
1
0
日
（
金
）

5
月
8
日
（
金
）

6
月
5
日
（
金
）

6
月
2
6
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
1
4
時

接
謡
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

生
後
2
4
～
4
8
カ
月
児

第
1
期
終
了
後
、
1
2
－

1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

第
1
期
は
第
2
期
と
の
関

係
上
、
生
後
3
5
カ
月
ま
で

に
終
了
し
て
下
さ
い
。

4
回
の
内
い
ず
れ
か
3

回
接
種

4
回
の
内
い
ず
れ
か
1

回
接
種

問
診
票
、
母
子
手
帳

生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼

児
は
、
二
恐
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
で
実

施
す
る
謡
も
あ
り
ま
す
。

各
サ
ー
ク
ル
に

お

知

ら

せ

町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
の
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
4
月
1
0
8
号
で
町
内
の
各
サ
ー

ク
ル
の
会
員
募
集
（
体
育
系
及
び
文
化

系
）
を
拇
職
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
募
集
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル

が
あ
れ
ば
、
サ
ー
ク
ル
名
・
場
所
・
馳

日
・
会
費
・
対
象
・
会
員
数
・
問
い
合

せ
先
等
を
記
入
の
上
、
ま
た
練
習
中
の

写
奥
等
が
あ
れ
ば
い
っ
し
ょ
に
添
え

て
、
3
月
2
5
日
（
水
）
ま
で
に
熊
務
課

庶
務
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

青
空
駐
車
禁
止
〃
‥

最
近
無
軌
道

な
述
法
理
（
侍
）

串
や
住
宅
街
等

に
お
い
て
技
時

間
に
わ
た
っ
て

適
職
を
不
法
占

拠
す
る
、
い
わ

ゆ
る
稀
空
駐
車

が
目
立
っ
て
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
違
法
駐
車
は
、
そ
の
地
域

に
お
け
る
交
通
部
故
や
交
通
混
雑
の
誘

発
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
ば
か
り
か

消
火
活
動
、
救
護
活
動
の
妨
書
、
更
に

は
住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
と
な
る

等
、
交
通
歌
麿
の
維
持
や
町
民
生
活
の

安
定
に
著
し
い
支
陣
を
き
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
掛

努
に
か
ん
が
み
原
詩
で
は
、
道
路
交
通

法
は
も
と
よ
り
、
自
動
車
の
保
管
場
所

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る

軍
陣
法
）
等
に
違
反
す
る
駐
車
車
間
の

一
掃
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
町
民
の
ひ
と
り
ひ
と

り
が
自
覚
あ
る
行
動
を
と
り
、
地
域
、

職
域
ぐ
る
み
の
幅
広
い
参
加
に
よ
る
保

管
場
所
の
離
偶
や
環
墟
対
鏑
、
さ
ら
に

は
蒋
袈
駐
車
一
掃
等
の
運
動
が
展
開
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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3月下期の遠賀町主要行事
日i曜 ��行奉内容1時　間 ��実施会場 �担当課名 � �備　考 

乱i 16回 ��」＿竺竺保険証更新【9：00－16‥30 ��役場玄関 �福　祉　課 �現在使用の保険証は、今月 �詳細は 3ページ 

乳　児　相　談 　　　　i �9：30－ �役場保健室 �住　民　課 �生後0－6カ月児 �詳細は 4ページ 

亜 18！水 li ��妊∴∴婦　　相　　談 �10：00－ �役場保継室 �住　民　課 � �詳細は 4ページ 

島田小学校卒業式 �10：00！ �島門小学校 体育館 �島田小学校 �卒業予定者83名 （男43名、女40名） � 

浅水小学検卒業式 �10：00 �浅木小学校 体育館 �浅木小学校 �卒業予定者108名 （男55名、女53名） � 

広波小学校卒業式 �10：00 �広渡小学校 体育館 �広漠小学校 �卒業予定者　83名 � 

19 �i 木 �胃∴∴ガ　ン　検　診 �8：40－・ �町中央公民館 �住　民　課 �申込み者のみ �詳細は 4ページ 

2車 �� �8；40－・ �町中央公民館 �住　民　課 �申込み者のみ �詳細は 4ページ 

⑳巨 i ��町常 道∴∴賀∴∴霊　園 �10：00－－ �遠賀霊園 �財　務　課 �遠賀霊園利用者 �詳細は 5ページ 

l �� � �親公民盤　福祉課 ��相談は無斜で 内容は㊤です � 

23車 i ��子　宮　ガ　ン　検　診 �I9：30－ �町中央公民館 �住　民　課 �申込み者のみ �詳細は 4ページ 

i老　人　検∴∴診 � �尾崎公民館 広漠公民館 �住　民　課 �65戴以上の人 �詳細は 4ページ 

8：40－ �町中央公民館 �住　民　課 �申込み者のみ �詳細は 4ページ 

i � ��甲中央公民館 �住　民　課 � �詳細は 4ページ 

i � �9：30－ � �社会教育課 �詰大学生 � 

I �� �10：00－ � �佳　境∴諜 �妊産婦 �詳細は 4ページ 

30i月 i ��」 …子常∴ガン検診 �9：30－ �町中央公民館 �住　民　課 �申込者のみ �詳細は 4ページ 

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く霞みましょう。

設
備
貸
与
制
度
の

ご

利

用

を

中
小
企
薬
者
の
か
た
が
、
新
鋭
設
備

を
導
入
し
て
作
業
工
程
の
合
理
化
や
生

産
性
の
向
上
を
図
り
た
い
と
き
、
協
会

が
そ
の
設
備
を
希
望
さ
れ
る
機
械
設
備

メ
ー
カ
ー
ま
た
は
商
社
か
ら
現
金
で
購

入
し
、
長
期
低
利
の
分
割
払
い
に
よ
り

中
小
企
業
者
の
か
た
に
買
取
っ
て
い
た

だ
く
貸
与
制
度
で
す
。

▽
申
込
受
付
期
間
　
3
月
1
6
日
よ
り

予
算
額
に
選
す
る
ま
で

▽
昭
和
5
0
年
度
予
算
額
　
八
億
円

▽
申
込
窓
口
　
設
備
設
置
場
所
の
商
工

会
議
所
・
商
工
会

▽
貸
与
限
度
額
一
企
業
一
一
十
万
円
か

ら
千
五
百
万
円
ま
で

▽
貸
与
期
間
　
4
・
5
年
（
公
諸
設
備

は
1
0
年
）

▽
返
済
方
法
　
均
等
半
年
賦
払

▽
貸
与
損
料
（
金
利
）
年
利
率
5
％

▽
利
用
資
格
　
県
内
に
工
場
又
は
轟
楽

所
を
持
つ
企
業
で
、
一
年
以
上
の

事
業
英
紙
の
あ
る
者

▽
そ
の
他
∴
条
件
等
詳
し
い
こ
と
は
、

も
よ
り
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会

又
は
貸
与
班
会
に
お
穏
ね
下
さ


